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【原著】 

近代日本における衣服の伝統と衛生への関心 

  

野上遊夏 

 

聖徳大学児童学部 

1.緒言 

 日本が西洋の衣服と本格的に接してから、百数

十年に過ぎない。近代日本における洋服観の変遷

については、その先行研究のなかで、洋服の受容

に焦点を置いて、近代の日本が洋服をとりいれる

のにいかに柔軟であったかについて論及されてい

る1),2),3)。そして、近代日本の衣服が、洋服との文

化的な接触にあたり、日本の伝統の衣服習俗のな

かに固有の清潔や衛生のありかたを模索したであ

ろうことは充分に推定が可能であるが、そのよう

な観点でこの問題を扱った論考は見当たらない。 

 本稿は、このような問題意識から、明治期のい

くつかの衣服論を素材に、近代日本の衣服文化論

における清潔と衛生への関心のありかたを探る。 

 

2.資料及び研究方法 

 主として明治期の代表的な文明論を資料とし

て、衣服に関する清潔や衛生への関心についての

記述を抽出し、時代背景の状況を意識しながら、

それを配列する。さらに、それらの資料から近代

日本の衣服文化における衛生への関心の傾向を明

らかにする。その際、本稿の仮説は、近代日本の

衣服文化における清潔から衛生への関心が、伝統

と欧化の交錯のなかで発展したというものであ

る。 

 主な資料は、福澤諭吉『養生之心得』と『西洋

衣食住』、夏目漱石『吾輩は猫である』、山川菊

栄『武家の女性』、柳田国男『木綿以前の事』な

どであるが、これらについては本論のなかで引用

する。また、関連する資料も多く、これらについ

ては、それぞれの該当箇所において提示するほか

に、第二次文献として、歴史家による衣服文化史

を参考とした。 

 

3.結果及び考察 

 1) 夏目漱石の衣服観にみる伝統の問題 

 2016 年が没後 100 年にあたる夏目漱石

（1867-1916）は『吾輩は猫である』（1905、以下

『猫』と略記）において、まだ名をもらっていな

い主人公の口を借りて、なりふり構わぬ洋装の普

及を、次のように皮肉っている。 

 

「西洋人がやらないから、自分もやらないのだろ

う。現にこの不合理極まる礼服を着て威張って帝

国ホテルなどへ出懸るではないか。その因縁を尋

ねると何もない。只西洋人が着るから、着ると云

うまでの事だろう4)」 

 

 漱石の「衣服」論については、いくつかの先行

研究があるが、そのひとつである衣服そのものの

文明論の考察において、「西洋人の模倣をする愚

かさを嘆いている」とも指摘されている5)。ある

いは『門』の主人公宗助の服装を例に、その時代

の衣服の様子について「和服は非常に家庭的な、

洋服は非常に社会的な衣服」とする研究もみられ

る6)。 

 ここでは、漱石の比較文明論的な衣服論に着目

する。漱石は、後の講演で、機械的に西洋の礼式

などを模倣する様子を「皮相上滑りの開化」と酷

評している7)。それは日本古来の「自然天然に発

展してきた風俗」でも、あるいは「自然と内に醗

酵された」ものでもないから「はなはだ見苦しい」

と言うのである。このような漱石の批判は「礼式」

に向けられてはいるものの、「衣服」に対する批

判も包含されていると考えるべきである。この「自

然天然に発展してきた」日本古来の風俗は、長い

間いわば自然的に日本人が身に着けてきた伝統、

すなわち〈歴史的自然〉と表現することもできる。

こうした、開化日本の「皮相上滑り」が安易な見

かけによる目立ちたがりの競争に発展する滑稽さ

は、『猫』で次のように描かれている。 

 



 

 3 

「猿股期、羽織期の後に来るのが袴期である。こ

れは、何だ羽織の癖にと癇癪を起した化物の考案

になったもので、昔の武士今の官員などは皆この

種属である。かように化物共がわれもわれもと異

を衒い新を競って、ついには燕の尾にかたどった

畸形まで出現したが、退いてその由来を案ずると、

〔中略〕皆勝ちたい勝ちたいの勇猛心の凝ってさ

まざまの新形となったもので、〔後略〕8)」 

 

 漱石は猿股や羽織から燕尾服までの苦心惨憺の

考案を、「皮相上滑り」と皮肉っているが、その

対極にはもちろん「自然」の衣服がある。この「自

然」は、先に述べたような〈歴史的自然〉、つま

り長いあいだに日本人が身につけた「伝統」の習

俗である。しかしながら、明治政府は和装の服制

を廃し洋装のそれを採用する。明治 5 年に大礼服

などの洋装を正式な服装とし、和装の礼服を廃止

した。その結果「今まで毛嫌いされてきた見苦し

いとされた洋装を正装に位置づけ、反対に正装で

あった和装を古ぼけたものに追いやった。このよ

うに洋装は旧来の正式な和装を追い落とし正しい

ものに成り代わった9)」とも言える。 

2) 柳田国男の衣服論にみる衛生観 

 柳田国男（1875-1962）は、漱石の欧化批判をよ

り具体的に被服の材料から出発させる。衣服の文

化が日本的な衛生の観点をもつための基本的な前

提として、衣服の素材に注目したのである。柳田

は『木綿以前の事』（1924）のなかで、以下のよ

うに記述している。 

 

「単純なる昔の日本人は、木綿を用いぬとすれば

麻布より他に、肌につけるものは持ち合わせてい

なかったのである。木綿の若い人たちに好ましか

った点は、新たに流行して来たものというほかに、

なお少なくとも二つはあった。第一には肌ざわり、

野山に働く男女にとっては、絹は物遠く且つあま

りにも滑らかでややつめたい。柔かさと摩擦の快

さは、むしろ木綿の方が優っていた10)」 

 

 ここで柳田は、木綿が働く人、すなわち庶民に

とって好ましい第一の理由は、生理的に肌に合う

こととしている。畿内において綿花が栽培され、

全国的に木綿が広く用いられるのは江戸時代も後

期になってからのことであるが、柳田の挙げる木

綿の利点は、いずれ木綿が近代的な衣服の主素材

となり得る要素を持っていたことを示している。

さらに、柳田はこの『木綿以前の事』に収められ

ている小節「働く人の着物」で、次のように述べ

ている。 

 

「ハカマはもと労働のために、最も欠くべからざ

る衣類の一つであって、またそういう意味に今で

もこの言葉を用いている土地は全国に多い。〔中

略〕だからズボンと謂いヨウフクと謂っても、そ

れが日本の言葉であると同じように、その名を持

つ着物もやはり日本のきものであって〔後略〕11)」 

 

 長期にわたって利便性をもって使用されている

衣服は、名称にこだわりなく、形状が洋服であっ

ても日本のきものであり、西洋人の模倣ではない

と、柳田は言っている。漱石の比較文明論的な衣

服論に対して、柳田のこのような観点は、和装と

洋装という区分以前の日本文明の伝統のなかで衣

服をとらえ直そうとするものであった。木綿は、

それまで衣服の素材として用いられてきた麻及び

樹皮繊維（藤、しな、楮）と異なり、肌に柔らか

く、染色も容易であり、保温性に優れるなどの特

性を有している。日本史家の永原慶二は、主たる

衣料の麻から木綿への変遷を「日本民衆の文化史

における革命的変化12)」と言っている。この効果

は、木綿が日本の気候には欠かせない夏物衣料の

中心的素材として使用されることにもつながっ

た。そして、日本人の心性をも形成してきたとい

う柳田の指摘は、次に引用する「身と衣類との親

しみを大きくした」という一言に凝縮されている。 

 

「これ（木綿：引用者）を着る人の姿も、全体に

著しく変ったことと思われる。〔中略〕それより

も更に隠れた変動が、我々の内側にも起こってい

る。すなわち軽くふくよかなる衣料の軽い圧迫は、

常人の肌膚を多感にした。胸毛や背の毛の発育を

不必要ならしめ、身と衣類との親しみを大きくし

た。すなわち我々には裸形の不安が強くなった13)」 

 

 もともと木綿を素材としていたところへ洋服が

入ってきたことにより、漱石の『猫』から 20年ほ

どの間に、洋服は素材、形態ともに日本の衣服と

して、すっかり日本に定着したといえる。 

3) 衣服に対する衛生学的関心の深化 

 木綿が近世以来の重要な衣服素材であったこと



 

 4 

は、山川菊栄（1890-1980）の『武家の女性』から

も推察できる。これは山川が母などから聞いた話

をまとめたものだが、それによると、絹の使用は

制限されたこと、黒っぽい着物が主流であったこ

となど、開国前後における水戸の武家の衣生活が

詳細に記されている。当時、綿花の栽培こそ農家

が担っていたが、製糸、染色、機織りまで主に女

性の手によって武士の自家で行われており、生産

量も少なく、手をかけて作った着物は財産とみな

されていた14)。以下、明治期を中心に「衛生」へ

の関心が深化していく過程を、年代を追って検討

する。 

① 明治初期 

 後に漱石が問題にし、柳田が木綿で示したよう

な〈歴史的自然〉、つまり長い間日本人が自然に

身に着けてきた衣服の衛生観の伝統は、江戸時代

の中期の貝原益軒（1630-1714）の『養生訓』（1713

頃）にも見受けられる。伝統的な清潔観はすでに

中国から渡来していた〈衛生〉の概念に関連づけ

られ、「和魂漢才」の養生論のなかで保存されて

きた。益軒は、例えば冬の衣服について、「衣服

をあぶるに、 少
すこしく

あたためてよし。熱きをいむ。

衣を多くかさね、又は火気を以（て）身をあたた

め過
すご

すべからず15)」とする衣服の衛生観を示して

いる。さらに、『養生訓』には、〈衛生〉という

語の用例もみられ、「丘処機
き ゅ う し ょ き

(中国金末の医家)、

衛生の道ありて長生の薬なし、といへるは、養生

の道はあれど、むまれ付かざるいのちを、長くす

る薬はなし16)」とある。こうした〈衛生〉の概念

の移入は、江戸時代以前に遡及することも可能で

あろう。 

 柳田国男は、綿素材のよさを強調することによ

り、衣服の衛生のイメージを示しているが、それ

以前に、福澤諭吉(1834〔1835〕-1901)は「漢才」

に取って代わろうとしていた「洋才」に直面して、

〈養生〉の概念を援用し、『養生之心得』（1870）

のなかに「衣服之事」と項目を立てて、庶民の衣

服について、以下のように説いている。 

 

「一、衣服は五體を守る肝要なるものなれば、成

丈清淨に保つを以て第一の主意とす。垢着て穢れ

たる衣服は蒸發氣といふ體より始終出る氣を押さ

へて體中に嵌める故に終に病氣を起すに至る。依

て衣服は精々清潔に心懸、殊に膚着繻絆は度々洗

濯して着替るを良しとす。 

一、垢染たる着物を寢卷に用ゆるもの間々あり。

誠に心得違なり。夜分寢て居るとき夫の蒸發氣閉

塞されて病を起す事多きものなれば、寢卷は猶更

清潔にして着ねばならぬ筈なり。夜具もまた精々

清潔にし度々干して用ゆるよう心懸べし。木綿か

金巾にて蒲團の□
を い

を拵い置き、其□
を い

を時々洗濯し

取替用ゆれば一入よし。 

一、總て衣服類の濕つたるは惡し。よく乾かして

用ゆべし。 

一、膚着類は染物より白地を用ひ、絹ものより木

綿を用ゆるを良しとす。白のフラネル繻絆は最も

よし。 

一、紐帶の類を固く□
し め

るときは血の循環を妨げる

故に大にわろし。總てゆるく結ぶにしかず17)」 

（引用文中の□は、原文で欠落のあった文字で読

み仮名だけ残っているものである。） 

 

 この『養生之心得』は、当時の和服についての

記述であったが、衣服素材としての木綿の利点を

指摘するだけでなく、清潔の必要性や健康的な着

装について、木綿の着物や白地の肌着を推奨しつ

つ、「フラネル（フランネル）は最もよし」とも

書いている。さらに、福澤諭吉が片山淳之助の名

で著した『西洋衣食住』（1867）18)では、男子の

洋装について下着から外套、靴、傘などの小物ま

でを詳細に解説している。以下はその「題言」で

ある。 

 

「近来世上に西洋服を用ゆる者甚だ多し。武用其

外立働に最も便利なること擧ていふべからず。し

かるに世人、或は彼国衣服の製を心得ずして、譬

へば暑中に棉入を着、襦ばんの代りに羽織を用ゆ

る等の間違も少からず。今この小冊子は、彼国衣

裳は一と通りと、亦兼て食事の諸道具、寝具の模

様をあらまし其図を記し、其用法を解き、聊不案

内の人々に示すのみ19）」 

 

 「学制」頒布の翌月（明治 5（1872）年 9 月）

に出された「小学教則」で下等小学 6 級（現在の

小学校第 2 学年前半に相当）の「読本読方」の教

科書としても例示されている20)本書は、家事教育

のためというよりも、西洋の衣食住についての適

切な知識をもたせるための教材であった21)。その

なかでも、福澤の衣服への関心は高く、彼の衣服

論は、西洋の文化に、日本に近代以前からみられ
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る養生論を接合させ、その移植を図ろうとするき

わめて啓蒙的なものであった。 

② 明治中期 

 西洋の衣服を合理的に導入するという福澤の提

言は、明治 20 年代のはじめに、異なったふたつ

の動向として継続される。ひとつは「欧化」派、

もうひとつは「国粋」派による「洋服」について

の是々非々論である22)。その議論は、「欧化」派

では、徳富猪一郎（蘇峰）らの「民友社」の雑誌

『国民之友』、「国粋」派では三宅雄二郎（雪嶺）

や志賀重昂らの「政教社」の雑誌『日本人』で展

開された。明治 20 （1887）年の『国民之友』創

刊号は、皇后（昭憲皇太后）の「西洋服を用ゆべ

しとの思召書」を援用し、洋服を「身体動作行歩

の運転にも便利」として、その採用を奨励した。

その一方で『日本人』には翌年の後半に吉岡哲太

郎名での「衣服論」が寄稿された。ここでは、和

服の短所として、体裁、美麗、風儀に難点のある

こと、そして立ち働きや歩行など動作に支障があ

ることが挙げられている。それに対して、洋服の

短所としては衛生、保温（寒暖への対応）に難が

あり、動作にも不便である点が指摘されている。

女性の洋装として当時採用されたのはコルセット

で胴部をしめたバッスルスタイルであり、デコル

テや腕がむき出しとなる社交用の夜会服が批判の

対象となっている。暖房設備の不十分ななかで女

性たちが寒そうな姿であったことを指摘したもの

である。ここで注目されるのは、三宅雪嶺や志賀

重昂らの「国粋」派「政教社」が合理的な衣服の

和洋比較論を展開し、洋服が保温も含めて衛生面

で難があるとしていることである。欧米から科学

的な衛生概念が意図的にもたらされる以前に、日

本にも伝統的で習慣的な衛生観が存在していたこ

とが注目される。 

 日清戦争を経て徳富が「国粋」化してゆくに及

び、この「欧化」と「国粋」の対立図式は消滅す

る23)。その後は、『日本人』の指摘をベースとし

て、男性の衣服は和服を日常服として通気性や保

温性、それに快適性などの衛生面を重視し、洋服

を作業服などとして活動性に配慮するといった、

戦前の一般的な傾向が次第に定着してゆく。女性

の場合も、徐々にその方向をとるものの、洋装の

定着は戦後しばらく経ってからのことであった。 

③ 明治末期 

 柳田国男にたちかえり、その衣服の衛生につい

ての言及にあらためて注目してみる。四季のはっ

きりとした日本において定着してきた木綿や麻と

いった固有の素材を無視して、ただ欧米の文化を

ひたすら受け入れようとする動きに対して、柳田

はまず次のような批判をしている。 

 

「全体洋服などと称して西洋からの借物でもある

ように、なさけながっているのが悪い。自由に働

こうと思えば筒袖に細袴、昔から是より以外の服

制が有ろうはずはない。真似だと思えばこそ小倉

地の詰襟なんかで、汗の放散を妨げてふうふうと

苦しがらせたり、または寒くて乾燥した大陸でも

ないのに、あんな窮屈な沓を穿かせたり脱がせた

り、泥ぼっかいの中をあるかせたり〔中略〕その

ような指導は誰がしたか。一言でいうならば麻の

一千年間の便利なる経験を、まるまる顧みなかっ

た先覚とやらの誤謬ではないか24)」 

 

 柳田は洋服と似た形状の衣服を、日本でもかつ

ては着用していたことを指摘している。近代の日

本では、洋服の方が合理的であるとしてありがた

がり、日本の衣服を劣位にみなす傾向があり、そ

のような着装が日本の気候風土や生活様式に合わ

ない状態であることに対して、批判も込めて、よ

り日本の生活に適合したものを生みだすべきだと

しているのである。そして、木綿という衣素材か

ら展開された柳田の衣服の衛生観は、その形状の

合理性の問題へと展開されてゆく。 

 

「いわゆる洋服の普及を見てもわかるように、今

まで町の人などの着ていたものは、一言でいうな

らば労働に不向であったのである。〔中略〕一体

日本人ほどよく働いて来た国民が、昔からこうい

う不自由なものに、朝晩くるまって大きくなった

ように、思っていたことが歴史の無視である。儀

式に列する少数の男女以外、あんなぶらぶらとし

た袖を垂れて、あるいていた者は一人だってあり

はしない。上衣と袴とはちゃんと二つに分かれて、

手首にも足首にも、まつわるものは何も無かった。

つまり今日ヨウフクと謂って有難がっている衣服

と、ほぼ同型のものを最初から着ていたのである
25)」 

 

 柳田は生活改善運動への提言として、この時代

の被服文化の非科学性を批判している。いまだ日
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本の被服文化史の根本問題に十分対応できていな

い「日本の生理学」への苛立ちが次のようなかた

ちをとっていると言える。 

 

「木綿や毛織物の濫用、綾織木綿はこの国の湿暑

に適しなかったと思うが、それをまだ肯定も否定

もできぬ程度の、日本の生理学の進歩である。す

なわちこれらの諸事情を考慮することなくして、

独りぎめの生活改善を説くのは、仮りに偶然に成

績良好であったとしても、悪口ずきの我々はなお

これを盲動と評せんとしている26)」 

 

 しかしながら、ここで「生理学」とされている

のは、衣服の場合は「衛生学」の領域に属してい

たと考えてよいであろう。明治末期に東京帝国大

学医科大学の衛生学の教授に就任した横手千代之

助（1871-1941）は、当初から衣服の衛生学に関心

をもっていたが27)、その著書『衛生學講義』28)は、

「衣服材料、保温ノ作用、衣服ノ通気度」が最新

の知識やデータを駆使して叙述されており、国民

に共通の、衣服の一般的な原理を提示し、その実

用に際しての理想の状態を提供しようというもの

であった。横手の衣服衛生学への取り組みは、日

清・日露の戦間期に始まり、その終結と同時代に

体系化された。ここで先駆的に取り組まれた衣服

の衛生学は、一般の人々のなかの衣服の〈清潔〉

観、そして伝統的な〈衛生〉観を基礎に、木綿な

どの古くから用いられてきた衣服の材料を実験に

供試することで、日本の伝統に合致した近代的な

被服衛生のあり方をつくりだすことに成功した。 

 日本の被服文化史については、元井能の通史的

な研究があるが、元井は、「人間は特殊な自然環

境から身体を保護するために、必要なる被服の材

料をその自然環境から選んでもいる29)」と述べて

いる。すなわち、日本の衣服は、身体を保護し、

さらに自然環境に適応するために、必要な材料を

自然に求めてきた。ここには木綿を中心とした日

本の衣服文化の基調があり、それは当時の最新の

衛生学の知見によって科学的に裏付けられてい

た。そこで確立された知識は学校教育などによっ

て普及するが、次の一文はその普及が一段落した

昭和初期の一般庶民の日常を示している。 

 

「片山家をふくめた付近の庶民は、女性は和服、

男性は作業服か和服が日常着だったが、男性は冠

婚葬祭用として、一着くらいは背広を持っていた

という。〔中略〕なお下着はパンツで、「ふんど

しは徴兵検査と軍隊入営後につけさせられた」30)」 

 

 近代日本の服装、なかでも「洋服」との関連で

強調されるのが近代化の主役である軍隊の衣服の

特徴である31)。しかしながら、上に掲げた文章の

後段に紹介されている軍隊の服装では、上着は「洋

装」であっても、〈衛生〉が重視される下着はあ

くまでも主に木綿の「和装」なのであった。 

 

4.まとめ及び今後の課題 

 近代の日本は洋装化に柔軟に対応してきた。合

理的、科学的な〈衛生〉観の日本における普及は、

近代以前の〈衛生〉観との出会いのなかから形成

されてきたと考えられる。幕末から明治初期の庶

民の衣生活について述べた柳田国男や山川菊栄ら

の作品にみられる、日本の自然や風土に合わせて

発展してきた木綿を中心とした衣類へのこだわり

においても、日本の風土に適応するなかで固有の

清潔や衛生の観念が見いだされてきた。木綿を主

たる素材としていた近代日本の衣生活において、

洋服は形状、仕様ともに、きわめて受容しやすい

ものであったと考えられる。その後、明治末期か

らの被服衛生学への関心は、自然環境に対応し、

利便性に配慮した衣服の調達を課題として、その

研究はまず大学で行われ、その成果は国民の衣服

一般を〈衛生〉問題として科学的に支える役割を

果たしてきた。 

 そして、上記のような結果に若干の検討を加え

るとすれば、被服衛生の研究のその後は主に陸軍

被服廠で行われていたが、被服衛生学一般として

の学問的な発展は、戦後アメリカ軍の進駐によっ

てもたらされた32)ことが注目される。そして、そ

の受け皿となったのは、昭和 13（1938）年にすで

に内務省から独立していた厚生省や、一部の大学

であった。この間の事情について不明な点も多い

ので、いずれ稿を改めて考察してみたい。 

 

 本稿をまとめるにあたり、東京学芸大学名誉教

授 中橋美智子先生にご教示いただきました。ま

た、横手千代之助への注目の必要性については、

安田女子大学教授 楠幹江先生よりご教示をいた

だきました。記して謝意を表します。 
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Original:Tradition and Interest for Hygiene of 
Clothing in Modern Japan, Nogami, Yuka, Seitoku 
University, Abstract: The modern Japan has searched 
the style of clothing peculiar to Japanese culture in 
“historical nature (traditional folkways).” It had taken 
place on contact with the western clothing culture, 
leading to the insistence that the traditional Japanese 
clothing was hygienic superiority. In this report, this 
process was studied.  
Some researches about the changes of a view of 
western clothes in modern Japan pointed out that 
Japanese people had adapted flexibly to it in modern 
Japan. In addition, it had been considered that the 
western clothing had introduced a rational and 
scientific sense of hygiene of clothing to Japan. 
However, an idea of the hygiene had already reflected 
to the traditional Japanese clothing, which developed 
in conformity to the Japanese climate. It was found in 
the essays and documents of Kunio Yanagita, Kikue 
Yamakawa, who recorded the clothes life of the 
common people of the early period of Meiji from the 
last days of the Tokugawa period. There were as a 
main material with cotton in the modern clothes life in 
Japan, the western clothes were easy to receive both 
the shape and the hygienic specifications.（Keywords: 
modern Japan, a view of western clothes, historical 
nature, hygiene, cotton） 
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【原著】 

女性ファンデーション用編布の素材と編構造が熱・水分移動特性に及ぼす影響 

 

中橋美幸 1）、金丸亮二 1）、和田 猛 1）、諸岡晴美 2） 

 

 1)富山県工業技術センター生活工学研究所  2)京都女子大学家政学部 

 

要 約 

本研究では、温熱的に快適な女性ファンデーシ

ョンを開発することを最終目標とし、その基礎研

究として、女性ファンデーション用編布の繊維素

材、編構造の違いが熱・水分移動特性に及ぼす影

響について皮膚モデルにより明らかにした。その

結果、女性ファンデーション用編布の乾熱損失量

については、厚さ、重さ、見かけ密度等の構造因

子による影響が大きいことがわかった。不感蒸散

シミュレーション実験における水分蒸発量は、吸

湿性がよく薄い編布ほど大きいことがわかった。

発汗シミュレーション実験では、編布の吸水面積

が大きいものほど潜熱移動量の最大値が大きく、

乾燥までの時間が速かった。本研究で用いた測定

方法によって、女性ファンデーション用編布の熱

・水分移動特性を把握することができ、温熱的快

適性を考慮した女性ファンデーション用編布の設

計が可能となることが示唆された。 

（キーワード：女性ファンデーション、繊維素材、

編構造、熱・水分移動特性） 

 

１． 緒 言 

女性のファンデーション類（ブラジャー、ガー

ドル等）は、補整効果を発現させるためにハード

パワータイプのストレッチ編布を用いているもの

が多い１）。それらは、体幹部に着用され、身体に

密着するため温熱的快適性に及ぼす影響は大き

く、多くの成人女性が夏季着用における暑さや蒸

れによる不快感を経験している。 

これまで、女性ファンデーション類に関する研

究は、衣服圧の観点から行われたものが多くみら

れ２-４）、温熱的快適性に関するものは少ないよう

に思われる１）５）。また、身体に密着して着用され

る衣料の一つであるパンティストッキングについ

ては、諸岡らによる一連の研究があり６-８）、吸湿

性パンティストッキングの開発に繋げている。 

女性ファンデーションに用いられるストレッ

チ編布は、ナイロンやポリエステル繊維にポリウ

レタン弾性糸のインレイを基調とした編組織から

なるものが一般的である。しかし、近年では、着

用快適性を追求して、吸湿性素材・加工を用いた

もの、編組織を工夫したものなどがみられる。 

本研究では、温熱的に快適な女性ファンデーシ

ョンを開発することを目的に、その基礎研究とし

て、繊維素材、編構造の異なる女性ファンデーシ

ョン用編布を試料とし、それらが熱・水分移動特

性に及ぼす影響を明らかにした。 

 

２．実験方法 
１）試料 
素材、編構造の異なるファンデーション用編布

5 種を試料とした。試料は、ラッシェル機で製編

された経編であり、太さの異なる 2 種のポリウレ

タン弾性糸を挿入したツーウェイ調の編組織から

なる。試料の詳細を表 1 に示す。試料①はナイロ

ンの経編に綿を、試料②はポリエステル経編にキ

ュプラを、それぞれ挿入した編組織からなる。試

料③、④はナイロンを、試料⑤はコットンライク

なポリエステルを用いた経編である。 
２）試料の水分移動特性 
 試料の水分移動特性として、水分率、吸水面積、

吸水率および透湿量を測定した。 
水分率（R）は、293K、65％RH の標準状態に加

えて、 30、50、90％RH 下で測定した。吸水面積

（Ab）は、滴下した 0.1ml の蒸留水の上に試料を

水平に設置し、5 分間吸水させて算出した。吸水

率（L）は、ラローズ法を用いて測定し、抱水し

たグラスフィルターの上に、試料、重り（17g/㎠）

を順次設置し、5 分後の吸水率を算出した。 
透湿量（Vt）は、JIS Z 0208 透湿度試験法（カ

ップ法）を用いて測定した。298K、90％RH の環

境下でカップの質量変化を測定し、単位時間あた
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りの透湿量を算出した。  
 

３）試料の熱・水分移動特性の測定 
熱物性測定装置サーモラボⅡB の熱板（測定有

効面積 10cm×10cm）を人の平均皮膚温に近似し

た 33℃に設定し、293K、65％RH の恒温恒湿室内

で測定を行った。  

ａ）乾熱損失量の測定 
熱板上に試料を設置し、平衡状態に至るのを確

認した後、3 分間の平均熱損失量 Hd（W/㎡）を測

定した。 
ｂ）不感蒸散シミュレーション実験 
人の不感蒸散を想定して実験を行った。図 1 に

示すように、熱板上に水分率 200％の濾紙、透湿

防水布を順次設置し、これを皮膚からの水分蒸

散モデルとした。その上に、試料を設置して平

衡状態を確認した後、3 分間の平均熱損失量 Htn
（W/㎡）を測定した。また、（1）式により水分

蒸発量 Wn（g/(㎡･s)）を算出した。ここで、Hdn
は前述の水分蒸散モデルに水分が存在しない系

での乾熱損失量であり、L33は水温 33℃での水の

潜熱（2.430J/g）である。 
 
   Wn＝（Htn－Hdn）/ L33  （1） 
 
ｃ）発汗シミュレーション実験 
人が発汗した場合を想定して、熱板の上に

0.1mlの水をほぼ均等に 5カ所滴下した後に試料

を設置した（図 1）。一時平衡に至ることを確認

した後、3 分間の平均熱損失量（Hts）を測定し

た。また、（2）式により潜熱移動量（Hws）を

算出した。乾燥時間 t についても測定を行った。 
 
   Hws＝Hts－Hd      （2） 
 

３．結果および考察 

１）吸湿性および吸水性 
 293K における等温吸着曲線を図 2 に示す。当

然のことながら相対湿度の上昇にともなって水

分率（R）が増加する。ポリエステルの混率の高

い試料⑤では、水分率が最も低く高湿時（90％
RH）で約 1%であった。試料②においても高湿

時の水分率が約 1.5％と低かった。このことは、

キュプラの混用率が 10％と低く、ポリエステル

使いであったためと考えられる。これに対して、

ナイロンを用いた試料③、④、綿を挿入した試

料①では、比較的高い吸湿性能を示し、高湿時

の水分率は 4～6％であった。 
 一方、ナイロンのみを用いた試料③、④では、

吸水面積 Ab、吸水率 L ともにかなり小さく、吸

水性がほとんどみられなかった（図 3）。これに

Figure 1  Schematic Diagrams of experimental 
method used TERMO LABO ⅡB. 

Sample Yarn count Gauge Knitted density Thickness1) Weight Air permeability
(%) (dtex) (mm) (g/m2) (cm3/cm2/s)

① 6,6-nylon 64 44 28 180c/50w 0.72 211 118.3

polyurethane 17 33
155

cotton 19 73
② polyester 76 44 28 186c/50w 0.62 199 143.0

polyurethane 14 44
78

cupra 10 33
③ 6,6-nylon 74 44 28 162c/48w 0.46 160 153.8

polyurethane 26
33

155
④ 6-nylon 73 44 28 168c/50w 0.47 175 132.0

polyurethane 27 44
155

⑤ polyester 88 88 28 108c/42w 0.70 200 49.4

polyurethane 12 44
78

1) at pressure of 0.588kPa

Fibrous materials

Table 1. Samples 

Figure 2  Isothermal moisture absorption curves 
under a condition of 293K. 
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対して、試料①、②、⑤では、Ab および L が大き

かった。 吸水面積 Ab では、①＞②＞⑤の順に、

綿使いのものほど大きかったが、ファンデーショ

ン着用時の衣服圧を想定した吸水率 L では、⑤＞

②＞①と、先とは逆順になる傾向がみられた。有

意ではなかったものの、通気性、見かけ密度 W/T

が小さいほど吸水率 L が大きい傾向がみられ、編

布の空隙率（含気率）が吸水率に大きく影響した

結果であると推察された。 
 以上のことから、吸湿性は、ナイロン使いのも

とポリエステル使いのものとで分化し、繊維素材

による影響の大きいことが確認された。吸水面積

は、繊維構造や挿入編組織等による毛細管現象の

影響を、吸水率は編布の含気率の影響を大きく受

けることがわかった。 
２）構造因子と熱・水分移動特性との関係 
ａ）構造因子と乾熱損失量 Hd との関係 
厚さ T と乾熱損失量 Hd との関係を図 4 に示す。

T と Hd との間には相関係数 r＝－0.99**の危険率

1％で有意な負の相関が認められた。また、Hd は、

重さ W（r＝－0.93*）、見かけ密度 W/T（r＝0.94*）、
透湿量 Vt（r＝0.98**）との間にも有意な相関が認

められた。 
以上のように、乾熱損失量 Hd については、繊

維素材にかかわらず、編布の構造因子である厚さ、

重さ、見かけ密度による影響の大きいことがわか

った。  
ｂ）構造因子と不感蒸散シミュレーション実験に

おける水分蒸発量 Wn との関係 
 厚さ Tと水分蒸発量Wnとの関係を図 5に示す。

Wn の大きさは、図 2 に示した吸湿性の大きさに

よって 2 グループに分かれることが明白である。

また、グループ間で厚み依存があることもわかっ

た。すなわち、発汗しない状態においては、吸湿

性がよく薄い編布を用いた女性ファンデーション

の着用が皮膚からの水分蒸散を促し、温熱的快適

性を維持できると推察される。  
ｃ）発汗シミュレーション実験における総熱損失

量 Hts および潜熱移動量 Hws 
図 6 に、発汗シミュレーション実験での時間経

過に伴う総熱損失量 Hts の変化挙動を示す。熱板

に試料を設置した直後から、液体水が試料に濡れ

広がり、吸水面積の拡大とともに総熱損失量 Hts
が増大し、一時平衡状態に至る（恒率乾燥期）。

その後、Hts は減少し（減率乾燥期）、やがて供

給した水がすべて放散して乾燥時の熱損失量 Hd
に至る９）。吸水面積の小さかった試料③、④では、

他の試料より水が濡れ広がるまでの時間が長く、

乾燥までの時間が長くなる傾向がみられた。 
そこで、潜熱移動量 Hws と乾燥時間 t との関係

Figure 5  Relation between thickness (T) and 
evaporation rate (Wn) in sensible perspiration 
simulation test. 

Figure 4  Relation between thickness (T) and 
dry heat loss (Hd). 

Figure 3  Water absorption area (Ab) and water 
absorption rate (L). 
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をみてみた（図 7）。両者の間には r＝－0.92*で
有意な負の相関がみられ、Hws が大きいほど乾燥

時間が短くなることが明らかとなった。また、Hws
は吸水面積 Ab との間において、有意な正の相関

（r＝0.88*）がみられた。すなわち、吸水面積が

大きいものほど Hws が大きく、乾燥時間も速くな

ることがわかり、発汗時の熱・水分移動には吸水

性が重要であると思われる。しかし、冬季の発汗

を想定した場合には、試料③、④のように穏やか

な熱移動である方が急激な体熱移動を避ける効果

があると推察される。 
Hws と厚さ T、重さ W、見かけ密度 W/T 等の構

造因子との間においては、有意な相関関係がみら

れなかった。編布の水分移動に関わる Hws につい

ては、Hd の場合とは異なり、吸水面積等の水分関

連特性と構造因子が複雑に関与していることがわ

かった。 
 

４．結 言  
 本研究では、繊維素材および編構造の異なる女

性ファンデーション用編布を用いて、それらが熱

・水分移動特性に及ぼす影響を明らかにし、温熱

的快適性に影響を及ぼす要因を分析した。結果は、

以下のとおりである。 
１）乾熱損失量 Hd については、女性ファンデー

ション用編布の厚さ T、重さ W、見かけ密度 W/T
等の構造因子による影響を大きく受けることがわ

かった。 
２）皮膚からの不感蒸散シミュレーション実験で

は、吸湿性がよく薄い編布ほど水分蒸発量 Wn が

増大した。 
３）発汗シミュレーション実験における Hws につ

いては、編布の吸水面積 Ab が大きいほど潜熱移

動量 Hws の最大値が大きく、乾燥時間 t が短くな

った。 
本研究で示した測定方法によって、水分移動を

伴う編布の放熱特性の特徴を把握することがで

き、女性ファンデーション用編布の用途に応じた

設計が可能となることが示唆された。 
なお、本研究の内容については、第 34 回日本

熱物性シンポジウム（日本熱物性学会，2013）に

て口頭発表を行った。 
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【講評】 

 

原著 

近代日本における衣服の伝統と衛生への関心 

 

秋田大学名誉教授  田口秀子 

 

本研究は、近代日本の洋服観の変遷を踏まえ

て、日本の衣服文化に触れる中で人々の衛生への

関心を探っている点で興味深い論文です。庶民の

生活に文明開化がもたらされた頃、漱石は、洋服

を着ることは西洋人の模倣と言い放って、日本の

伝統文化に相容れないと批判をしていますが、こ

れは、日本人が古来より自然環境の中で培ってき

た衣服は、日本人が自然の中で得た伝統の習俗と

も言え、自然に適応した衣服であると述べている

のに対して、柳田国男は木綿が庶民に好ましい理

由を、生理的に肌に合うと指摘し、四季が明確な

わが国に適した衣服素材を用いることに関して、

欧米の文化に批判もしています。この様な中で、

西洋の衣服が人々の日常に取り入れられる関心

が、被服衛生学の確立にどの様な経緯を辿ったか、

多くの先人の言葉を借りて考察している点は非常

に興味深いところです。 

被服衛生学（衣服衛生学）が学問として確立さ

れたのは、新制大学が確立されてからですが、そ

こに至る経緯も今後の研究課題として更なる追究

をされて行くことを望みます。 

 

 

秋田大学名誉教授  田口秀子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

 

原著 

女性ファンデーション用編布の素材と編構造が

熱・水分移動特性に及ぼす影響 

 

神戸大学 井上真理 
 
 本論文は女性がファンデーションを身につける

にあたって、ファンデーション用編布の素材と編

構造が、その温熱的快適性にどのように影響を及

ぼすかについて、布の水分特性および熱・水分移

動特性を丁寧に測定することによって捉えた質の

高い論文です。 
 標準状態における布の水分特性および熱損失特

性、不感蒸散を想定した場合と発汗を想定した場

合の布の熱・水分移動特性より、繊維素材または

編構造との関係を考察し、着用時の温熱的快適性

について推察し、それぞれの場合の特徴を捉えて

います。 
本研究は、著者らが用いた不感蒸泄シミュレー

ション実験、発汗シミュレーション実験それぞれ

の測定方法によって、女性ファンデーション用編

布の熱・水分移動特性を把握することができ、温

熱的快適性を考慮した女性ファンデーション用編

布の設計を可能とする基礎的研究となっており、

示唆に富む結果を得ています。今後の研究のさら

なる発展を期待しております。 

 
 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科 井上真理 

〒657-8501  

神戸市灘区鶴甲 3-11 

tel & fax : 078-803-7772 

eメール: inouema@kobe-u.ac.jp  
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